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研究成果の概要（和文）：第二次大戦期のベトナム、カンボジア、ラオス、タイに関して、日本人専門家10人を
コアメンバーとし、ベトナムなど関係諸国の研究者の協力を得つつ5か年の共同研究を展開。とりわけ、2014年
と2016年には、現時点までの研究蓄積の到達点を確認し、関連資料に関する情報を共有するための国際ワークシ
ョップを東京で開催、それぞれの成果を論集として2015年と2018年に刊行した。
さらに、戦後70周年に当る2015年に、各自の最新の研究成果を発表しあう国際シンポジウムをハノイで開催、8
か国の研究者から約30本の報告を得た。その成果は丹念な編集作業を経て、2017年に300頁を超す論集として刊
行した。

研究成果の概要（英文）：On various issues about Vietnam, Cambodia, Laos and Thailand during the 
Second World War, ten core members in Japan conducted 5-year joint research with the cooperation of 
specialists in Vietnam and other concerned countries. Especially in 2014 and 2015 we held 
international workshops in Tokyo, to overview the existing major scholarship in concerned countries 
and to share information about the holdings of archival documents in each country. We printed the 
results as a collection of essays in 2015 and 2018 respectively.
In the meantime, in 2015 on the occasion of the 70th year since the end of World War Ⅱ, we held an 
international symposium in Hanoi, where about 30 researchers from 8 countries read papers reflecting
 their latest achievements. We published the collection of carefully edited papers (more than 300 
pages) in 2017.  

研究分野： 東南アジア地域研究

キーワード： 第二次世界大戦　アジア太平洋戦争　フランス領インドシナ（仏印）　日本・インドシナ関係　ベトナ
ム現代史　ラオス現代史　カンボジア現代史　タイ現代史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
第二次世界大戦期の東南アジア研究におい
て、主要国のほとんどについて分厚い蓄積が
あり、またそれらを集大成するような共同事
業がなされてきたのに対して、ベトナムを含
む仏領インドシナ（仏印）に関しては、成果
が徐々に蓄積されてはきたが、まだ欠落して
いる領域、イシューもあり、また何よりも全
体的に把握し体系的に展望する試みは全く
なされていなかった。 
 
２．研究の目的 
ベトナム、ラオス、カンボジア、タイの現代
史、ならびに大戦期日本の南方政策、フラン
スの対インドシナ植民地政策を専門とする
日本人コアメンバーを中核とし、内外の研究
者や研究機関と連携、協力を図りつつ、現時
点までの研究蓄積の到達点を確認し、新資料
の発掘を含めて関連資料・情報を網羅的に整
理することによって、第二次世界大戦期にお
ける日本・仏印・越関係の全体像を把握する。
戦後７０周年を迎えるに当って、今後の研究
展開のための確固たる基盤を構築するとと
もに、東南アジア研究全体で共有する知的ス
トックの拡大に寄与することを目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究は日本人コアメンバー10 名が、国内外
の研究機関、研究者と連携しつつ、（１）国
内における文献、資料調査、インタビュー、
及び国内研究会の随時開催、（２）国外にお
ける文献、資料調査、インタビュー、及び研
究協力者との随時会合・打合わせ、（３）第 2
年度に東京で国際ワークショップを開催し、
その成果を踏まえつつ、研究史サーベイの執
筆、文献目録、資料目録の作成、及びそれら
の編集と刊行、（４）回想録・手記の収集、（必
要に応じての）翻訳、及びそれらの編集とモ
ノグラフとしての刊行、（５）第 3 年度にハ
ノイで国際シンポジウムを開催、それに基づ
く論文集の編集と刊行、（６）関連年表の作
成をめざし、（７）収集資料の公開化を追求
する。 
 
４．研究成果 
①5 年間に計 7 回の国内研究会を実施、コア
メンバー間での情報共有、研究の中間報告を
行ったほか、随時ゲストスピーカーを招いて
関連するテーマの報告を得た。 
②2014 年 12 月早稲田大学にて各国の研究蓄
積、動向をレビューし、一次資料の所在につ
いて情報を共有するための第1回国際ワーク
ショップを開催。国内のコアメンバー以外に、
ベトナム、タイ、台湾、フランス、中国の協
力者10名が、報告もしくはコメントを担当。
その成果を基に、400 頁を越す日英 2 か国語
の論集を 2015 年 3 月に刊行した（主な発表
論文等の欄を参照）。 
③戦後 70周年に当る 2015 年 9月にハノイで
国際シンポジウムを実施（ハノイ社会人文科

学大学との共催）、国際交流基金からマッチ
ングファンドを獲得することができ、日本、
ベトナム、タイ、台湾、フランス、中国、チ
ェコ、アメリカの研究者約30人が報告した。
その成果を、2017 年 2月に丹念な編集作業を
経て、300 頁を越す論集として刊行した。 
④2016 年 5 月早稲田大学にて、ベトナムから
2 名、シンガポールから（アメリカ人）1 名
の研究者を招聘して、②を補完するための第
2 回国際ワークショップを開催。その成果を
2018 年 3月に論集として刊行した。 
④関係者の手記、回想録に関しては、白石、
難波が中心となって大戦期インドシナに駐
在した外交官・横山正幸のメモワール（原文
フランス語）を訳出、解説文や注釈を付して、
2017 年 12 月に刊行した。村嶋も大戦期タイ
に駐屯した憲兵中佐の手記を編集し、解説文
を付して 2017 年 3 月に刊行した。他のメン
バーも、日本各地や出張先の対象国で関係者
などにヒヤリングし、また個人的な資料の収
集に努め、その成果を各自の論文や学会報告
に反映している。 
④朝日新聞大阪本社の所蔵する大戦期の写真
コレクションについて、科研費基盤 B「植民
地史を書き換える－東南アジアの日本占領
行政からみた欧米植民地支配」（代表者・早
瀬晋三早稲田大学教授）と連携しつつ整理、
リスト化し、その一覧を 2017 年 3 月に刊行
した。 
④大戦期の東京朝日新聞の関連記事のリスト
化を菊池が中心となって実施、2018 年 3月ま
でに作表をほぼ完了した。その成果を刊行し、
さらにそれを土台として年表を作成する事
業は、将来的な課題である。 
④コアメンバーは国内各地で未開拓資料の発
掘や関係者、遺族からのヒヤリング、また対
象国の文書館、図書館などで新資料の発掘に
努め、その成果は上述の刊行物や、学術雑誌、
図書などに公表し、また国内外の学会などで
報告した。 
④以上総じて、本研究プロジェクトを通じて、 
以下のような新たな展開があった。 
第 1 に、ベトナムやタイ、フランス、中国、
台湾などの現代史専門家にとって、第二次大
戦期をテーマとして、各国の研究者が一堂に
会して論じあい、情報を共有する機会は、こ
れまでなかった。本プロジェクトが、そのよ
うな機会を初めて提供し、今後の国際的、多
国籍的な研究交流、協力に道を拓くことがで
きた。 
第 2に、従来、インドシナの中でも第二次大
戦期の研究がとりわけ未開拓であったカン
ボジア、ラオスに関して、研究の先鞭をつけ
ることができた。 
第 3に、ベトナムに関する研究の中で相対的
に手薄であった経済、文化などの側面に関し
ても、関心を喚起することができた。 
第 4に、第二次大戦、もしくはアジア太平洋
戦争に関わる言説は、従来ともすると政治的
立場や民族主義的な立場からの論争や断罪、



弁明に陥る傾向があったが、本プロジェクト
は地道な歴史的資料の発掘とそれに基づく
学術的分析の重要性を強調した。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者、連携研究者、お
よびコアメンバーの研究協力者には下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 20 件） 
1.菊池陽子 2018「ラオス史のなかの『日本』」
『アジア太平洋討究』（早稲田大学）第31号、。
31～46（査読なし） 
2.湯山英子 2018「台湾の「南方協力」と仏
領インドシナ－黄麻栽培を中心に」『アジア
太平洋討究』第 31 号、pp.153～170（査読な
し） 
3.湯山英子 2018「戦時期大丸百貨店［㈱大
丸］の東南アジア展開－ハノイを事例に」『地
域経済経営ネットワーク研究センター年報』
（北海道大学）第 7号、pp. 59～62（査読な
し） 
4.笹川秀夫 2018「近代仏教の時代のすれち
がい：戦前、戦中の日本で刊行された仏教雑
誌、書籍にみるカンボジア関連記事」『アジ
ア太平洋討究』第 31 号、pp.61～76（査読な
し 
5.Hayase Shinzo 2018 “Manila Hemp in 
World, Regional, National and Local 
History”, Journal of Asia-Pacific 
Studies（アジア太平洋等級）、No.31, pp.171
～188（査読なし） 
6.立川京一 2018「日本陸軍の仏印駐留に係
る諸問題」『戦史研究年報』第 21 号、pp. 20
～44（査読あり） 
7.湯山英子 2017「九州大学記録資料館所蔵
『戦時資源資料』の興亜院と仏印資源調査団
関係資料について―地質学者の業績から考
察」『エネルギー史研究』第 32 号、pp.147～
162（査読なし） 
8.湯山英子 2017「『職員録』から見る仏領イ
ンドシナ三井物産の動向」『三井文庫史料私
の一点』（三井文庫論叢 50 号別冊）、
pp.264-265（査読なし） 
9.湯山英子 2016「台湾の仏領インドシナ調
査と事業経営―南亜公司と日仏製糖会社を
中心に」『臺灣學研究』（國立臺灣圖書館）第
20 期第 1篇、pp.1～29（査読なし） 
10.早瀬晋三 2016「日本占領・勢力下の東南
アジアで発行された新聞」『アジア太平洋討
究』27 号、pp.61-100 頁（査読なし） 
11.立川京一  2016 「南方軍政における民心
安定策」『戦史研究年報』第 19 号、pp. 17－
44（査読あり） 
12.難波ちづる 2015「本国から祖国へ－戦後
フランスのインドシナ復帰と在仏ベトナム
人労働者の送還問題」『三田学会雑誌』108 巻
2号、pp. 185-202（査読なし） 
13.Sasagawa hideo 2015 “The Establisment 
of National Language in Twentieth-Century 
Camgodia: Debates on Orthography and 

Conage”, Southeast Asian Studies, Vol.4,  
No.1, pp.43～72 （査読あり） 
14.村嶋英治 2015「バンコクにおける日本人
商業の起源：名古屋紳商（野々垣直次郎、長
坂多門）のタイ進出」『アジア太平洋討究』
第 24 号、pp. 39-69（査読なし） 
15.Murashima Eiji 2015 “Thailand and 
Indochina 1945-1950”, Journal of 
Asia-Pacific Studies （アジア太平洋等級）、
第 25 号、pp.137～176（査読なし） 
16.笹川秀夫 2014「カンボジア上座仏教寺院
に関する歴史データ」林行夫ほか編『宗教実
践を可視化する－大陸部東南アジア上座仏
教徒の寺院と移動』（CIAS Discussion Paper 
No. 42）no.42,  pp.83-91（査読なし） 
17.Sasagawa Hideo 2014 “Appraising the 
Research Value of the Cambodian Official 
Gazettes”, CSEAS News Letter, No. 70, 
pp.20-21（査読なし） 
18.立川京一 2014「我が国の戦前の駐在武官
制度」『防衛研究所紀要』第 17 巻第 1 号、    
pp.123－159（査読あり） 
19.Namba Chizuru 2013 “La France face  
aux proces de Saigon et de Tokyo”,  
Outre-Mers, Revue d'histoire, No. 380-381, 
pp.313-331（査読あり） 
20.笹川秀夫 2013「カンボジア上座仏教寺院
の史的変遷（1）－官報からの歴史データの
分析に向けて」『宗教と地域の時空間マッピ
ングニューズレター』No.6,  pp.1-13.（査
読なし） 
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Conference on the 75th Anniversary of 
World War II in the Philippines, Holy Angel 
University, Philippines 
5.Namba Chizuru  2017（6月 25 日）“French 
colonization and Japanese occupation in 
Indochina during World War II”,  
Association for Asian Studies-in-Asia, 高
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事例に」北海道大学大学院経済学研究院地域
経済経営ネットワーク研究センター, 第 51
回研究会, （通算第 51 回）、北海道大学 
8.Tacikawa Kyoichi 2016（7 月 22 日）“A 
Perspective on the Debate of the 18th 
Division of the Japanese Army in Northern 
Burma”, International Symposium: 
Sino-Japanese War in Burmar, 1941-1945. 
Academia Sinica, Taiwan 
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“Japanese–ai Materials and Scholarship 
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War”International Workshop on Indochina 
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北海道部会、北海道大学 
11.Shirasihi Masaya 2015（9 月 18～19 日） 
“Significance of the study on Vietnam and 
other countries in Indochina during the 
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Symposium”, International Conference: 
Vietnam-Indochina-Japan’s Relation 
during the Second World War: Documents and 
Interpretation, Hanoi University of 
Social Science and Humanity, Vietnam 
12.Kikuchi Yoko 2015（9 月 18～19 日） 
“Japanese Involvement in Laos: From the 
Invasion of the Japanese Army in Northern 
French Indochina in 1940 to the End of 
World War Two”, International Conference: 
Vietnam-Indochina-Japan’s Relation  
during the Second World War: Documents and 
Interpretation, Hanoi University of 
Social Science and Humanity, Vietnam 
13.Sasagawa Hideo 2015（9 月 18～19 日） 
“Japan’s Involvement in Cambodia during 
World War II”,International Conference: 
Vietnam-Indochina-Japan’s Relation  
during the Second World War: Documents and 
Interpretation, Hanoi University of 
Social Science and Humanity, Vietnam 
14.Tachikawa Kyoichi 2015（9 月 18～19 日） 
“Yasu Butai: The Covert Special Unit of 
the Japanese Army behind the Coup de Force 
of March 9, 1945”, International  
Conference: Vietnam-Indochina-Japan’s 
Relation during the Second World War: 
Documents and Interpretation, Hanoi  
University of Social Science and Humanity, 
Vietnam 

15.Furuta Motoo 2015（9 月 18～19 日） “Some 
Issues Surrounding the Evaluation of the 
Tran Trong Kim Cabinet”, International 
Conference: Vietnam-Indochina-Japan’s 
Relation during the Second World War: 
Documents and Interpretation, Hanoi 
University of Social Science and Humanity, 
Vietnam 
16.Namba Shizuru 2015（9 月 18～19 日） 
“France’s Attempts to Face its Past over 
its Partnership with the Japanese in the 
Control of Indochina with a Focus on the 
Process of Japanese War Crimes Trials”,  
International Conference: Vietnam- 
Indochina-Japan’s Relation during the 
Second World War: Documents and 
Interpretation, Hanoi University of 
Social Science and Humanity, Vietnam 
17.Murashima Eiji 2015（9 月 18～19 日） 
“Thailand and Indochina 1945‒1951”,  
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Indochina-Japan’s Relation during the 
Second World War: Documents and 
Interpretation, Hanoi University of 
Social Science and Humanity, Vietnam 
18.Yuyama Eiko 2015（9 月 18～19 日） 
“ Japanese Merchants’ Activities in 
French Indochina: A Study of the Lacquer 
Trade”, International Conference:  
Vietnam-Indochina-Japan’s Relation 
during the Second World War: Documents and 
Interpretation, Hanoi University of 
Social Science and Humanity, Vietnam 
19.Iwatsuki Junichi 2015（9 月 18～19 日） 
“The Annotated Memorials of the Nguyễn 
Dynasty during the Bao Dai Reign ” , 
International Conference: Vietnam- 
Indochina-Japan’s Relation during the 
Second World War: Documents and 
Interpretation, Hanoi University of  
Social Science and Humanity, Vietnam 
20.笹川秀夫 2015（6 月 20 日）「第二次世界
大戦期のカンボジアに関する基礎研究」第 9
回日本カンボジア研究会、早稲田大学 
21.湯山英子 2015（5月 30日～5月 31日）「台
湾の南方「協力」と仏領インドシナ－資源調
査と人員派遣を中心に」社会経済史学会全国
大会、早稲田大学  
22.Shiraishi Masaya 2014（12 月 6～7 日）
“Introduction”,International Workshop: 
Indochina, Thailand, Japan and France 
during World-War Ⅱ:Overview of Existing 
Literature and Related Documents for the 
Future Development of Research, Waseda 
Univerisity 
23.Furuta Motoo 2014 （ 12 月 6 ～ 7
日）”Current Research in Japan”,  
International Workshop: Indochina, 
Thailand, Japan and France during 
World-War Ⅱ :Overview of Existing 



Literature and Related Documents for the 
Future Development of Research, Waseda 
Univerisity  
24.Tachikawa Kyoichi 2014（12 月 6～7日） 
“Historical Documents on the Relations 
between Japan and French Indochina during 
the Second World War Preserved in Japan: 
Diplomatic Archives of the Ministry of 
Foreign Affairs and the National Institute 
for Defense Studies of the Ministry of 
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Indochina, Thailand, Japan and France 
during World-War Ⅱ:Overview of Existing 
Literature and Related Documents for the 
Future Development of Research, Waseda 
Univerisity  
25.Hayase Shinzo 2014（12 月 6～7日）“The 
Compilation of Records of the Japanese 
Occupation of Southeast Asia”,  
International Workshop: Indochina, 
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World-War Ⅱ :Overview of Existing 
Literature and Related Documents for the 
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